
◆ そろそろ  

今年もあと１ヶ月と２週間･･･，年末に向けて

いろいろ考え，振り返る時期になりました。今

年の夏頃から何かと「平成最後の○○」という

表現が使われはじめました。３年生の皆さんに

とっては，３月の卒業に向けて「高校最後の○

○」といえる機会もこれから多くなってくるこ

とでしょう。一つ一つの行動や取組みを，気を

緩めることなく，最後まで後輩の手本となる３

期生でいてほしいと思います。 

さて，これから受験を控えている３年生や

１・２年の後輩たちは受験をどう捉えているで

しょうか。すべての生徒が人生において，分岐

点となる大事な試験となります。そこに向けて，

しっかり向き合い，覚悟や努力が必要とされ，

その結果によって，今後の生き方が変わってく

ることでしょう。今できることを一つ一つ丁寧

に取組み，受験に向けて入念な準備をして，臨

んでほしいと思います。 

◆ あなたの弱点は何ですか？ 

次の中で，あてはまるものは何個ありますか。 

 学   習 

□数学  □漢字  □家でできない  □文章を書く 

 部   活 

□苦手プレーあり  □集中力が続かない 

 普段の行動 

□コミュニケーション  □整理整頓  □人前で話す 

 性   格 

□わがまま  □あきらめが早い  □常にネガティブ 

弱点を克服しないまま，受験や大会に臨み，

結果，涙する生徒を多く見てきています。やは

り大事な場面で，弱点が問われるようです。今

のままでは，これから行く先々で，もっとあな

たを苦しめることになるでしょう。 

まず，自分の弱点を知り，そしてそれを受け

入れることが大切です。どこかで開き直ったり，

いいわけをしたりしていませんか。しっかり自

分の弱点を受け入れて，なんとかして克服，改

善していきましょう。弱点を克服すれば，進路

選択の幅も広がります。自信もついてきます。

弱点の一つ一つを何故そうなるのかを追求し，

改善策を考え，努力して潰していきましょう。 

◆ ぶれない軸を作る 

 下の２つの表を見て，何を読み取ることがで

きますか。表１からは年々求人数が増加してい

ることが分かります。しかし，この状況がいつ

まで続くでしょうか。現在は就職希望者の皆さ

んにとっては売り手市場の状態です。多くの企

業が高校生をぜひ新規で採りたいという計画で

います。また表２からは全国にたくさんの上級

学校があることが分かります。いくつ知ってい

ますか。多くの生徒がこの中から選択し，就職・

進学していくことだと思います。 

 ぜひ自分の中で「何をやりたいのか」という

軸を，時間をかけて作り上げてほしいと思いま

す。何をしたいのかを自分で分かっていなけれ

ば進路選択はできません。何に興味があるのか，

そしてそれを社会や仕事とつなげ，深め，ぶれ

ない軸を作り上げていく必要があります。３年

生の夏休み直前に考え始めるようでは遅いです。 

表１ 本校の３カ年の求人件数 

 県内 県外 計 

平成 28 年度 199 件 677 件 876 件 

平成 29 年度 323 件 894 件 1217 件 

平成 30 年度 355 件 1054 件 1409 件 

※ 平成 30 年度は 11 月中旬までの合計 

表２ 全国にある上級学校の数 

国立大学 86 短期大学(公立) 17 

公立大学 90 短期大学(私立) 320 

私立大学 604 専門学校 2822 

出典 平成 29年度学校基本調査＜文部科学省＞ 

◆ 「やる」そして「続ける」  

現在，３年生は短大・四年制大の推薦入試，

大学入試センター試験，就職選考試験に向けて

追い込みの時期になっています。自分の力が試

される時です。２年生は修学旅行を控え，ワク

ワク･･･しかし来年の進路を考えると･･･，１年

生は学校生活にすっかり慣れ，余裕や新たな

様々な悩みが出はじめている頃でしょうか。 

進路実現に向けて何からはじめていいか分か

らないと悩んでいる人も多いと思います。とに

かく，目の前のことや大事なことを後回しにせ

ず，行動に移してほしいと思います。「やる」そ

して「続ける」ことで力がついていきます。 
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